
   特定建築物とは‥ 

          

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」（昭和４５年４月１４日 法律第２０号） 

第２条（定義） 

この法律において「特定建築物」とは、興行場、百貨店、店舗、事務所、学校、共同住宅等の用に供される相当程度の規模を有する建築物（建築基準

法（昭和２５年第２０１号）第２条第１号に掲げる建築物をいう。以下同じ。）で、多数の者が使用し、又は利用し、かつ、その維持管理について環境衛生

上特に配慮が必要なものとして政令で定めるものをいう。 

２ 前項の政令においては、建築物の用途、述べ面積等により特定建築物を定めるものとする。 

 

 

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令」（昭和４５年１０月１２日 政令第３０４号） 

第１条（特定建築物） 

建築物における衛生的環境の確保に関する法律（以下「法」という。）第２条第１項の政令で定める建築物は、次の各号に掲げる用途に供される部分

の延べ面積（建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第３号に規定する床面積の合計をいう。以下同じ。）が３０００平方メートル以

上の建築物及び専ら学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定する学校の用途に供される建築物で延べ面積が８０００平方メートル以上のも

のとする。 

１．興行場、百貨店、集会場、図書館、博物館、美術館又は遊技場 

２．店舗又は事務所 

３．学校教育法第１条に規定する学校以外の学校（研修所を含む。） 
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